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〔経済関係〕

事 業 名 概 要 予算額(千円)

中小企業総合振興資金貸 中小企業者等の経営基盤の強化、事業の活性化を図り、もって本道経済 ［融資枠］
付金 の発展に資するため、道の融資制度の推進に必要な原資を金融機関に預 880億円

託し、中小企業者等に対する融資を促進する。 ○26 ( 1,800億円)

○新原料等高騰対策特別資 保証付きで道の中小企業総合振興資金を利用する中小企業者等に対し、 70,000
金等信用保証料補助金 借入時の負担軽減を図るため、保証料の一部を補助する。 ○26 ( 0)

中小企業競争力強化促進 中小企業の競争力を強化するため、マーケティングやアドバイザーの招 27,842
事業費 へい、産業人材育成、研究開発・製品開発の取組を支援する。 ○26 ( 28,601)

データセンター等集積加 省エネに繋がる北海道の冷涼な気候や豊富な新エネルギーの賦存量を活 1,607
速化事業費 かし、環境配慮型データセンターの誘致やエネルギー関連の実証試験の ○26 ( 2,627)

誘導に向け、本道への立地を加速化させる誘致活動を展開する。
〇環境配慮型データセンター誘致 〇エネルギー関連実証試験誘導

一次産業の強みを活かし 生産者などと連携し、原料生産・確保を含めた一次産業の優位性をＰＲ 1,336
た一貫生産型立地加速事 するセミナーや現地視察会を開催するなど、本道への一貫生産型立地を ○26 ( 2,508)
業費 加速させる誘致活動を実施する。

北東アジア経済交流推進 道と中国東北三省政府の経済交流の具体化を図るため、代表団を相互に 1,217
費 受入・派遣し、経済交流に関する定期協議を実施するとともに、企業間 ○26 ( 2,992)

の意見交換会や交流会を実施する。

サハリン州等ロシア極東 ロシア極東地域との交流を推進するため、「北海道とサハリン州との友好 2,291
地域友好・経済協力推進 ・経済交流に関する提携」及び「北海道とロシア連邦極東地域との経済 ○26 ( 5,169)
事業費 協力発展プログラム」に基づく諸会議等を実施する。

国際ビジネスセンター・ 本道経済の国際化を推進するため、「北海道国際ビジネスセンター」が実 1,000
東アジア研究センター事 施する、貿易コンサルティングや貿易研修等のほか、東アジアを対象に ○26 ( 3,781)
業費 幅広い情報収集・分析・提供等を行う「東アジア研究センター」機能の

整備・運営などの取組を支援する。

北海道食産業総合振興機 経済界や関係市等とともにフード特区に係る事業を円滑に推進するため、 17,000
構負担金 フード特区機構の運営維持やマネジメント活動に必要な経費を負担する。○26 ( 17,000)

新エネルギー等率先導入 地域において、道自らが道有施設への率先した新エネ導入や省エネを行 81,454
推進事業 うことにより、地場企業等によるコスト面・環境面での創意工夫と産業 ○26 ( 61,452)

間連携を促し、新エネ導入・省エネ推進モデルの普及啓発と環境エネル
ギー関連市場を拡大する。

「一村一エネ」事業 環境と持続的発展が両立する社会の実現に資するとともに、地域におい 91,631
ての新エネルギー導入を加速化させるため、市町村と企業やＮＰＯ等地 ○26 ( 122,494)
域の多様な主体が、協働・連携して行う地域の特色を生かした省エネル
ギー・新エネルギーを推進する取組を支援する。

リサイクル産業振興対策 本道における新たなリサイクル産業の創出を図り、循環型社会の形成を 15,651
費 推進するため、リサイクル製品の事業化に向けた研究事業等への支援や ○26 ( 15,255)

リサイクルポートＰＲ活動を実施する。
〇事業化に向けた補助 〇産学官連携による事業化支援 など


